
【取組内容】 生徒一人一人が学びに向かうための工夫

旭川市立緑が丘中学校（北海道）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

取組の具体
〇年度初めの授業では，教師が用意した
Googleスプレッドシートを用いて活動して
いくことが多かったが，生徒の学びが自走し
てくると，文字を中心に表現することに物
足りなさを感じるようになったことから，
Googleチャットで動画を共有したり，
GoogleスライドやKeynoteで友達と共同
編集したりするなど，生徒が表現の方法を
自由に選択できるようにした。

生徒の変容
〇動画や写真で共有することで，より分かり
やすく伝えられるようになり，振り返りに見
返して活用する生徒が増えた。
〇自分で共同編集機能やノートなど，目的
に応じて選択して活用し，記録することが
できるようになった。伝わりやすさを考え，
友達との対話からヒントを得て，表現の仕
方を工夫するようになった。
〇様々な方法で記録やまとめができるように
なったことで，生徒が，自分に合った方法
で学習を進めることができるようになり，次
時の学習への意欲を高めることにもつながっ
た。

デジタルと手書きを組み合わせた
ノートづくり

Keynote等で結果を共有Googleチャットで，実験の経過を動画
や写真，文字による説明で共有


	スライド 1

